











とうもろこし 172 28,343 1430.0
綿花 325 15,002 756.9
大豆 446 10,932 551.6
カノーラ 1,190 4,097 206.7
ヤトロファ 1,892 2,577 130.0
ココナッツ 2 689 1 813 91 4, , .
パーム 5,950 819 41.3
微細藻類(1) 136,900 36 1.8
微細藻類(2) 58,700 83 4.2
注意：微細藻類(1)はバイオマス*1（乾燥重量）の70%がオイルの種培養株
微細藻類( )はバイオ *1（乾燥重量） %がオイ 種ある は培養株2 マス の30 ルの い
藻類のオイル生産効率は植物よりも10倍～数百倍高い 3






















微細藻類の種 オイル含量 (% dry wt)








Nannochloropsis sp 31 68. -
Neochloris oleoabundans 35-54
Nitzschia sp. 45-47






FAME  酸化されやす  NO 放出 低温 s: い, xの 、
凝固、の問題を克服することが必要
 ターゲット: 炭化水素産生藻類. 石油成分は
炭化水素で、既存のインフラが活用（Drop-
in-fuel)









































































2011 4 100トンスケ ル 展開
藻類⼤規模培養プラント（25m プール）竣⼯ (2011年3⽉）
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time (days)
増殖曲線 25℃
a: A. sp. 18W-13a
b: ナイルレッドで染⾊
炭化⽔素が⻩⾊に蛍光
スクアレン (squalene) C30H50 健康⾷品（サプリメント）、化粧品などに利⽤
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4 days 6.5 3.90 1.29 20
8 days 5 5 1 53 1 04 19 . . .
12 days 5.2 1.29 0.89 17 
Medium:2% Glu proteose-peptone 1% and yeast extract 0 5% ,      .








4日間で 1.3 g/L (1.3kg/m3) のオイル量がと  
れるので、深さ1.5mでのオイルの日生産量は
485g/m2とボトリオコッカス(10g/m2)の48 5倍と.
なる。
2011年5月、藻類バイオマスが生産した炭化水素を混合燃料として、トラクター
での実証運転に成功（揮発油等の品質の確保等に関する法律の上限である
３％混合燃料を利用）
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バイオマスの展開可能性（スクアレン）
T it に属する
ステロール合成の前駆物質C30H50スクアレン
r erpene
ステロール
健康サプリメント
深海サメ（絶滅危惧種） スッキリや健康をサポート
医薬部外品
抗酸化作用、 鎮痛作用
免疫促進作用 殺菌作用
はだあれ、にきび、しもやけ等治癒
、
浸透作用、細胞賦活作用
保湿効果 ワクチン効果を増進
インフルエンザワクチン
美肌効果
化粧品
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筑波大学での取り組み その３
ハイブリッドシステムで炭化水素生産
ボトリオコッカスとオーランチオキトリウムのハイブリッドで、CO2の吸収と廃水処理
を行いながら 生産された炭化水素を燃料として利用する循環システムを構築する
 例えば、バス燃料とすることにより、高齢者・子どもとその家族、高台からの通勤者などへの移動手段
として、新エネルギーを暮らしに還元し、住みやすい社会を実現する (エコモデルタウン）。
、 。
行政 企業 市
 自動車用燃料、船舶用燃料としての利用可能性については、地元関係機関や企業の協力を得て、実
証を進め、世界へ発信する。
、 、
民、ＮＰＯ等の
協力により、地
域資源を最大
限活用
バス
トラクター
漁船
22新エネルギーを活かしたまちづくり
ご清聴ありがとうございました
